
「行き先も知らずに出発した」          2019 年 01 月 18 日 

ヘブライ人への手紙 11 章 8 節～12 節 信仰によって、アブラハムは、自分が財産とし 

て受け継ぐことになる土地に出て行くように召し出されると、これに服従し、行き先も知

らずに出発したのです。信仰によって、アブラハムは他国に宿るようにして約束の地に住

み、同じ約束されたものを共に受け継ぐ者であるイサク、ヤコブと一緒に幕屋に住みまし

た。アブラハムは、神が設計者であり建設者である堅固な土台を持つ都を待望していたか

らです。信仰によって、不妊の女サラ自身も、年齢が盛りを過ぎていたのに子をもうける

力を得ました。約束をなさった方は真実な方であると、信じていたからです。それで、死

んだも同様の一人の人から空の星のように、また海辺の数えきれない砂のように、多くの

子孫が生まれたのです。 

 

アブラハムは当初アブラムと言った。神は、アブラムに、「あなたは多くの国民の父と 

なる。あなたは、もはやアブラムではなく、アブラハムと名乗りなさい。あなたを多くの

国民の父とするからである（創世記 17：4b、5）」と言われ、アブラハムと名乗った。神の

言葉通り、アブラハムはイスラエル人の尊敬する祖、諸国民の信仰の父となっていった。 

「信仰によって、アブラハムは、自分が財産として受け継ぐことになる土地に出て行く 

ように召し出されると、これに服従し、行き先も知らずに出発したのです。」アブラハム

は、父テラと自分の妻サラと甥ロト一緒に、カルデラのウルで牧羊をしていた。神はアブ

ラハムに、「あなたは生まれ故郷／父の家を離れて／わたしが示す地に行きなさい。わた

しはあなたを大いなる国民にし／あなたを祝福し、あなたの名を高める／祝福の源となる

ように。あなたを祝福する人をわたしは祝福し／あなたを呪う者をわたしは呪う。地上の

氏族はすべて／あなたによって祝福に入る(創世記 12：１ｂ～3)」と移住を命じ、祝福の

源になることを約束された。彼は、神の言葉に従い、ロトを連れて旅立った。この時、彼

は 75 歳であったという。175 歳の高齢で召されたと書かれているから、それを 100 歳と見

なすと、出発は 40 歳を過ぎた頃になる。それなりの財産を持ち、将来も安定した生活を確

保できる状態であっただろうが、神の召命を受け、生まれ故郷、父の家を離れ、神の言葉

に従った。彼は現状に満足せず、神の真実を求める求道者であった。髪と顎髭を風になび

かせ、前方をしかと見つめるアブラハム像を想像する。その信仰を、「行き先も知らずに

出発したのです」と評している。見知らぬ土地を目指して出発し、多くの苦難と忍耐を経

験するが、神の言葉の確かさを知っていく。信仰によって、不妊の妻サラは年老いていた

にもかかわらず、神の約束通り、独り子イサクが与えられる。死んだも同様の一人の人か

ら空の星のように、また海辺の数えきれない砂のように、多くの子孫が与えられていく。

「主は彼を外に連れ出して言われた。「『天を仰いで、星を数えることができるなら、数

えてみるがよい。』そして言われた。『あなたの子孫はこのようになる。』アブラムは主

を信じた。主はそれを彼の義と認められた（創世記 15：5、6）。」アブラハムは、神は真

実な方であると信じ、神はその信仰を義（よし）と認められたのである。アブラハムは、

神が示された、約束の地カナンに移り、幕屋に住んだ。約束されたものを受け継ぐ子イサ

クも、イサクの子ヤコブも幕屋に住んだ。アブラハムは、神が設計者である堅固な土台を

持つ都に住むことを待望していたからである。アブラハムの神を求める一途な求道は、確

実に応えられ、神の言葉の真実を悟っていく生涯は感動的である。 


